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斎 藤 俊 雄
藤 田 実
藤 井 治 彦
渡 辺 孔 二
藤'田 繁
森 ・ 晴 秀
梅 垣 清
竹 内 孝 ・治
枡 田 良 一
TheAnglo-SaxonChronicleのParkerMSに見
られ る関係代 名詞 につ いて
シェイ クス ピア史劇 におけ る`crown'の観 念
Lycidas=ひとつ の解 釈
ス ウィフ トのプ ライ ド観(1)
TheReturn.oftheNativeに於 け る葛藤につ いて
TheRainbowの構 造 イ メー ジの発想 及 び錯
綜 と展開
S.Anderson:'Winesburg,Ohio
小 説の視点 とウ ィ',リアム ・サマ セ ッ ト・モーム ー







渡 辺 孔 二
梅 垣 清
枡 田 良 一
AntonyandCleopatraにつ いて
Shakespeare史劇 研 究の一 つ の方 向RichardIII
の場合
スウ ィフ トの プラ イ ド観(II)-TheBatlleの場
合 一











今 井 光 規
石 田 久
梶 原'幸 夫
平 井 、 隆
渡 辺 孔 二
柏 木 俊 和
枡 田 良 一
今 沢 達
Beowulfに見 ら れ るNominalCompoundsに つ
い て




ス ウ ィ フ トの プ テ イ ド観(III)一「ス ウ ィ フ ト家 の
エ ピ ソ ー ド」 一 ・ 亅
W.Blakeの 詩 に 於 け る'`night'‐SongsofInno=
cenceとSongsofExperienceを中 心 に 一
J.M.Syngeの喜 劇 に お け る`realityL現実 と 夢
の 調 和7-




渡 辺 孔 二
櫓 木 ・俊 和
神 保 菘
佐 藤 芳 子
Shakespeare史劇 におけ る儀 式 的要 素(1>
Lucio、の運命 一続MeasureforMeasure試論 一
スウィフ トのプ ライ ド観(IV)一「樋物語 」の場 合
W.Blake:TheBookofUrizenにつ いて
TheCenciにつ いて
TheEveofSt.Agnes'一そ の背 景 と意義一
藤 田 繁
枡 田 良 一
今 沢 達
OsakdLiteraryReview掲載 論 文 一 覧7
TheDynastsの一 考 察 一lmmanentWill,Spirits,
Manの 関 係 を め ぐっ て ・
J.M.Synge:DeirdreoftheSorrows-「美 」 と
「現 実 」 の 問 題 一
八 間 関 係 の 形 而 上 学:TheLongest,journey論'
No.5(1966)
渡 辺 孔 二
高 橋 弥 生
筒 井 均
植 田 和 文
吉 田 一 彦
藤 井 治 彦
SuzunaJimbo
No.6(1967)
渡 辺 孔 二
吉 田 一 彦
丸 谷 満 男
河 上 誓 作
大 橋 慶 子
スウ ィフ トのプ ライ ド観(V)一 厂ガ リバー旅行
記」 を中心 に一
TheDynastsに於 ける 「意志」の世 界の芸術的 表
現 ‐Spirits-
A伽s㎎ 師oIndiaの主題 と方法 「
'「ガザ に盲 いで










日英 語比較 の一構 想 一翻 訳基礎論 の試み一
特殊 な"S十V+0"構 文 におけ る 目的語 お よび そ
の修 飾語 の機 能につ いて
Whitlnanにおけ る南北戦争 の意味
8飯 田 才 太 郎
岩 倉 国 浩
OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧
補語 と副詞




丸 谷 満 男
岩 倉 国 浩
小 谷 晋 一 郎











意味の形 成 と構造 につ いて
Intruderinthe伽'評価へ の道
イタ リア人の子供 のこ と一"TheEternal
Moment"とWhereAngelsFeat'toTread




岩 倉 国 浩
ShinichiroKodani
鈴 木 俊 司
石 田 久'
高 橋 弥 生
森 道 子
山 田 勝
山 本 哲 、
英語 のbeに つ いての一考察
THESIMPLEIMPERATIVE
言語 に関 す る二つめ覚 え書
G.Chapmanの悲劇一 〈その2>
バー デ ィ とバ トラー の比較
Miltonとギ リシア悲劇
オス カー ・ワ イル ド研究:身 辺 の芸術(1)
現実 と理 想の問
OsakaLiteraryReview掲載論文一覧
前 波 清 一 ジ ョン ・オズ ボー ン(上)
9
No.9(1970)
小 谷 晋 一 郎
西 川 盛 雄
福 井 三 奈 子
平 井 明 子
森 道 子
渡 辺 和 子
ItsuyoHigashinaka
山 田 勝
伊 豆 大 和






Paradise.Lostにお け るepicsimileに関す る覚 え
書
JaneAusten研究 一Bath時代 の創作 姿勢 をお っ
て一
TheRoleofFoodinByron'sZ)on/uan
オ スカー ・ワイル ドにおけ るPURPLEの 意味
SteinbeckとEastofEden
アー ノル ド・ウェスカー 一ユー トピア と現実演劇
No.10(1971)
西 川 盛 雄
島 田 守
加 藤 主 税





「不定詞付対格 」構 文 の統 語分析





『ドリア ン・グセイの肖像 』論一 ワ イル ドの ゆれ動
く自己一
10 OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧
No11(1972)
KunihiroIwakura
加 藤 主 税
寺 村 昇 自
宮 川 朝 子




StructuralSynonymityと言 語 理 論
Modalityの意 味 論 的 考 察 一 序 論
MysteryPlaysのMaryMagdalene




植 苗 勝 弘
三 浦 良 邦
KazuhitoHayashi
APoliticalRomanceの問題 ‐Sterneにお け る
《書 くこと》 のは じま り
「ハ イ ピァ リァ ン」と 「ハ イ ピァ リデンの没落」の
同一性 と差 異性 、,(1)テー マ につ いて
アーサー ・シモ ンズ にお け る象徴 主義一(1)不
安 感か ら象徴 主義へ,
JudetheObscureの一考察
ハ ックス リー の探 求(1)一 初期小 説につ いて
EzraPound'sCathay
No.12(1973)
加 藤 主 税
長 谷 川 一存 古
TsuneoHase
仙.葉 豊
薗 村 喜 次





「深 夜の霜」一 その形式 と想像 力
「ハ イ ピァ リァン」と「ハ イピァ リァンの没落」の同
一性 と差 異性 一(2)共通 の詩行 につ いて一 その1
/'/,LiteraryReview掲載 論 文 一 覧11
KazukoWatanabe
岡 村 祥 子
三 浦 良 邦
No.13(1974)
加 藤 主 税
長 谷 川 存 古
後 藤 秀 子
小 林 恵 子
安 藤 幸 江
MoritoUemura
KatsuhiroUenae
前 波 清 一
岡 村 祥 子
三 浦 、良 邦
山 田 美 知 子
No.14(1975)
後 藤 、秀 子
小 林 恵 子
薗 村 喜 次
TimeinMrs.Dalloway
Eliotの詩劇 にお け る二 つの道 一肯 定 の道 を中心
に一 ・
ハ ックス リ7の 探求(II)一 『恋 愛対 位法』 につ
いて一 、





「ハイ ピァ リァン」ど「ハ イ ピァ リァ ンの没落」の同






Fouy伽 γ燃 につ いての一考 察 二つ の道
『すば ら しい新世 界』 の二つの社 会 につ いて ,
ThePearlそ の技法 について
トロイラス と+°,J`エチ ウス
梅 如ortheFourZoas-Blakeにおけ る思 想、
的変遷
水夫の く祈 り〉 と く喜 び》
12
木 村 成 子
瀬 屋 素 子
川 口 能 久
松 阪 仁 伺
山 田 美 知 子
No.15(1976)
沖 田 知 子
森 田 繁 春
KazukoWatanabe
仙 葉 豊
小 林 恵 子
安 藤 幸 江
西 前 孝
瀬 尾 素 子
白 川 計 子
No.16(1977)
加 藤 主 税
堀 田 知 子
OsakaLiteraryReview掲載論文一覧
ジ ョー ジ ・エ リオ ッ トのヘ ロイン達:ロ モ ラ、 ド
ロシア、 グエ ン ドレン(1)
四つ の"party"一一VirginiaWoolfの中期 三小 説
にお け る"moment"




状 態変化 動詞 の意味構造




「ハ イ ピァ リナ ン」と「ハ イピァ リァンの 没落 」の同
一 性 と差 異性 一(2)共通 の詩行 について一 その3
ウィ ンタ ボ三 ンベ の視 点 一H.ジ ェ イム ズ`Daisy
Miller'考一
後期小 説へ の模 索一 〇7伽40一 考察





高 田 .ち さ 子
斎 藤.隆 ・文 ・
YoshihisaKawaguchi
松 阪 ・仁1伺.、




少 女 エ リ ザ ベ ス を め ぐ っ てJohnDonne,The
.Anniversaries研究
ワ ー ズ ワ ス に お け る 風 と 想 像 力
PersonalRelationshipsinHowardsEnd
ボ ー 短 編 小 説 のL側 面(2)・
No.17(1978)




安 藤 幸 江
米 本 弘 一










「ハ イ ピァ リァン」と「ハ イ ピァ リァンの没落 」の同
一性 と差異性一(2)共通 の詩 行につ いて一 その4
ス コッ トの非合理 的世 界一 『ラマ ムアの花嫁』 に





14 OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧
Isao Higashimori ADVERBIALS, IMPERATIVES AND PRAG-
              MATIC CONDITIONS 
Yasuhiro  Ieki NOTES ON THE PLUPERFECT WITH SPE-
               CIAL REFERENCE TO  'PHASE' 
Keiko Kakuta Transitive vs. Intransitive Prepositions 
Yoshiaki Kashimoto On the Semantic Contrast between Epistemic 
                May and  Can 
Taisuke Nishigauchi QUANTIFIERS, INFERENCE, AND VARI-
              ABLE BINDING 
Kiyoshi Miyagawa MEMORY IN THE PRELUDE
安 藤 幸 江
西 前 孝
森 岡 裕 一
KeikoFujie
三 浦 良 邦
田 口 哲 也
No.19(1980)
沖 田 知 子
家 木 康 宏
竹 鼻 圭 子
「ハ イピァリァ ン」と「ハ イ ピァ リァンの没落」の 同
一性 ど差 異性 一(3)「ハ イピァ リァンゴ独 自の詩
行 につ いて 一f.その1
自己 どの対 峙一H.ジェイムズ 『あ る婦人 の 肖像 』
第42考'1'∵'
シャー ウ ッ ド ・ア ンダ ソンの処女作 一 『ワイ ンズ
バー グ ・オハ イオ』ぺ の道一 ・、
HEMINGWAYASATECHNICIANINA
FAREWELLTO'ARMS
『多 くの夏 を経 て』につ いて一神 秘主義思想 を中心
に一
或 る遁走 一T.S,エリオ ッ トの詩 に現 われ る一海




村 主 幸 凵
OsakaLiteraryReview掲載論文一覧15
新 しい共 同体 の 出現一KingLearのヴ ィ ジ ョン
Chisako Aramaki The Pilgrimage with Paradox 
Kiyoshi Miyagawa Creative Sensibility in Wordsworth's Poetry
米 本 弘 一
植 苗 勝 弘
KeikoOshio
田 口 哲 也
KeikoFujie
YuichiMorioka
ス コ ッ トの調 和 の ヴ ィジ ョンーGuyMannering
論 一
バ ーデ ィの短 篇小説 にみ られ るエ ロチ シズム
TheSenseofParodyinUlysses






藤 井 治 彦
藤 田 ・ 実
石 田 久
枡 田 良 「一
森 晴 秀
梅 垣 ・ 清
東 森 勲
柏 本 齒吉 章
MariSakaguchi
KeizoNomura
田 口 ま ゆ み
村 主 幸 一




創刊 当時 を思 う
創刊号 の ごろ ー
Not十Stillにつ いて
述語 の断定性 と補文 の文性
APhrasalAnalysisofPassiveConstructions
THETHAT-CLAUSEREVISITED
『ガ ウィン卿 と緑の騎士』におけ る象徴性 と宗教 性
溶解す る宮廷‐TheTempestと宮廷神話
16 OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧
Kazuhiko Murai Strumpet  Fortune  : A Study of Shakespearean 
                 Tragedy
鈴 木 繁 夫
安 藤 幸 江
小 野 慶 子
KeikoHarada
藤 江 啓 子
大 塩 恵 子
「強 き強者」と 「弱 き強者」一 ミル 、トンの二つ の人
間像 一
「ハ イ ピァ リァン」 と 「ハ イ ピァ リァンの没落」の
同一性 の差 異性 一(3)「ハ イピ ァ リァン」独 自の






Katsuaki Watanabe Hemingway and the Ritual
No.21(1982)
森 田 繁 春
川 越 い つ え
村 井 和 彦
詩 的隠喩 に関す る覚 え書
英語語強勢決定 の メカニ ズムー 強勢型 と音節 の重
さの関係一
Shakespeare悲劇 におけ る`plotter'たち
Kaori Yamatsu Miranda as a "Maid" 
Takako Haruki Keats through his use of metaphors in Isabella, 
                 The Eve of  ST. Agnes and Lamia
新 野 　 緑
川 口 能 ・次
松 阪 仁 伺
KeikoFujie
研 θα々 Houseの空間‐LadyDedlockを中心 とし
て一
蠅の王 と四人の少年 たち
森 とカ ー ニ ヴ ァ ルの 世 界 一 ホ ー ソー ン の"The
May-poleofMerryMount"論一
ToRegainParadisebyLiftingaVeil
OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧 17
No.22(1983)
家 木 康 宏
丿II越 レ、つ え
由 本 陽 子
AsakoMiyagawa
山 津 か お り
服 部 典 之




文 強勢型 と韻律理 論一 非語彙項 目の取 り扱 い をめ
ぐって一I
I使役 表現の選択 に関わ る意味素性
DualisminTheCastle'ofPerseverance
TheWinter'sTale試論一Perdita発見
RoderickRandomにおけ る二重逆 転構 造





野 村 恵 造
堀'環
MariTakahashi
冨 永 英 夫
山 津 か お り
針 木 蓮 一・
新 野 緑
服 部 慶 子
KeikoOshio






『お気 に召す ま ま』試論 一愛 の空間 と帰還一
TheParchとクレアの社会 批判
二つ の円環一HardTimesの空間構造一












刀 祢 雅 彦
山 津 か お り








時間表現 の意味構造 とその分 析
齒ブ リ トマー ト考 察一 甲胄 と金髪 との間で一




剰余 の力学一 物'MaisieKnew‐考 一
No.25(1986)
由 本 陽 子
KeikoHarada
服 部 慶 子
渡 部 充
好 井 千 代










梅 原 大 輔
情報価付与 と修正関係
SmallClauseと補部選択
OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧
MasumiMatsumoto
柴 田 正 樹
冨 田 成 子




梅 原 大 輔
田 岡 育 恵
溝 手 真 理
SayuriYamatsu















英語 にお け る時 制 の不 一致 ‐Anchoringの視 点
か ら一
副詞類 の出現位置 につ いて




RichardIIにおけ る 「王」とい う名 前につ いての
一考察










濱 本 秀 樹
吉 村 あ き 子
白 谷 敦 彦
UmeharaDaisuke
大 森 文 子
田 岡 育 恵
東 條 良 次
溝 手 真 ・理
YoshikoImagawa
山 津 さ ゆ り
KeikoOshio
伊 勢 芳 夫
宇 野 玲 子
OsakaLiteraryReview掲載 論 文 一 覧






提喩 に関す る一考 察,
「譲歩」 のWhenと 「時 」のWhen
文法 関係 と語順 一視 点理論 との関連で一
崩 れ落 ち る要塞 一 『羊飼 の暦』 試論一
DegenerationandIronyinDoctorFaustus
修 辞 と行為 一 『マ クベ ス』試論 一
"TheMagi"andModernistImagery




早 瀬 尚 子
HiroyukiUra
濱 本 秀 樹
吉 村 あ き 子










光 原 百 合









修 辞学的逆 説の一分析 …アイロニー との関連か
ら
関連 性卑論 におけ る疑似 条件文
TheAcquisitionofEchoQuestions





価値 ど視 点 ゴTheGoodSoldierのレ トリック
ABSENCEANDPRESENCEINTHE
POEMSOFPHILIPLARKIN
CompletingaCircle:AliceWalker'sMeridian
